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１．はじめに 

シラン・シロキサン系およびシラン系浸透性吸水防止材は、コンクリート表面に塗布することによって表層部

から成分が浸透し吸水防止層を形成する。水分の浸透を遮断することで、アルカリ骨材反応の抑制､塩分浸透の抑

制、あるいは耐凍結融解性などが向上するため、表面保護材として、多くの構造物に適用されている１，２）。本報

告は、シラン・シロキサン系およびシラン系を主成分とする浸透性吸水防止材の浸透効果に関し、コンクリート

二次製品を対象として実施した基礎試験結果について報告する。 

２．試験概要 

2.1 試験因子と水準 

試験因子と水準は表－1 に示すように、水セメント

比 3 水準（35.0%，39.3%，45.0%）、吸水防止材塗布量

2 水準（100g/m2，200g/m2）、吸水防止材種類 2 水準、

離型剤種類 2水準（水性、油性）、養生方法の違い 2水

準（蒸気，気中）、ならびに塗布面保護の有無である。 

 

 

 

 

 

 

2.2 試験方法 

供試体寸法は 10×10×10cm で、蒸気養生（およそ

600 度時）を行った後 6 日間、蒸気養生を行わない場

合は 7 日間、20℃程度の室内に静置した。その後、塗

布面を除く 5 面をエポキシ樹脂でコーティングし、所

要の吸水防止材を質量で計量して刷毛を用いて均一に

伸ばす方法で塗布した。所定の気中暴露期間（材齢 28

日）が経過した後、供試体中央を 5000kN アムスラーで

割裂し、破断面に水をスプレーして撥水している部分

を、ノギスで片面につき 3箇所の計 6箇所（図－1）に

ついて計測し、供試体 3体の合計 18 箇所の平均値を浸

透深さとした。 

試験に用いたコンクリートの配合を表－2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．試験結果と考察 

1）塗布時および材齢 28 日のコンクリート圧縮強度を

表－3 に示す。塗布時における圧縮強度は、蒸気養

生を行わないで7日間気中養生した方が、W/C=35.0%

では差は無いものの、W/C=39.3%ならび 45.0%では、

およそ 18%低かった。 

 

 

 

 

 

 

Ｗ／Ｃ ｽﾗﾝﾌﾟ 空気量 Ｓ／ａ

水 ｾﾒﾝﾄ 細骨材粗骨材混和剤 混和剤

（％） （cm） （％） （％） Ｗ Ｃ Ｓ Ｇ CA1 CA2

35.0 13 4.5 48.0 165 471 785 900 5.60 0.14

39.3 13 4.5 48.0 165 420 826 896 2.94 0.13

45.0 13 4.5 48.0 165 367 874 898 4.41 0.11
　セメント；普通ポルトランドセメント（太平洋セメント㈱ 製）

細 骨 材；茨城県岩瀬産硬質砂岩砕砂（密度2.62g/cm3，FM=2.60）

粗 骨 材；茨城県岩瀬産硬質砂岩砕石（密度2.57g/cm3，FM=6.15，Gmax=13mm）
　混 和 剤；ナフタレン系高性能減水剤，AE剤（花王㈱ 製）

単位量（kg/m3）

表－2　コンクリート配合
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図－1　浸透深さ測定箇所（単位；mm）
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（％） 塗布時（7日） 材齢28日

蒸気＋気中(6日) 55.4 66.4

気中(7日) 53.8 66.4

蒸気＋気中(6日) 50.2 62.7

気中(7日) 41.0 62.3

蒸気＋気中(6日) 40.3 48.0

気中(7日) 32.9 45.3

39.3

45.0

表－3　試験に用いたコンクリートの圧縮強度

養 　生
圧縮強度 （N/mm2）

35.0

試験因子 水　　準

水セメント比 35.0% , 39.3% , 45.0%

塗布量 100g/m2 , 200g/m2

吸水防止材 ｼﾗﾝ・ｼﾛｷｻﾝ系（KB1），ｼﾗﾝ系（KB2）

離型剤 油性タイプ , 水性タイプ

養生方法 蒸気養生（→気中） , 気中養生

塗布面の保護 シート有り，シート無し

表－1　試験因子と水準
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2）油性の離型剤を使用し、蒸気養生を行った供試体に

おける W/C と浸透深さの関係を図－2に示す。シラ

ン・シロキサン系吸水防止材（KB1）の塗布量 200g/m2

においては、浸透深さは W/C が高いほど大きくなる

傾向にあるが、塗布量 100g/m2においては、W/C の

違いによる顕著な差は見られなかった。また、シラ

ン系吸水防止材（KB2）の塗布量 200g/m2，W/C=39.3%

では、KB1に対し半分の浸透深さで違いがみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）塗布量 100g/m2，KB1 について、図－3に示す蒸気養

生を行った離型剤種類と浸透深さの関係から、油性

離型剤は、W/C が大きくなっても浸透深さは変わら

ないのに対し、水性離型剤の場合は、W/C が大きく

なるほど浸透深さは大きくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、図－4の油性離型剤を用いた養生方法と浸透

深さの関係では、蒸気養生を行うと浸透深さは変わ

らないのに対し、気中養生（蒸気養生無し）を行っ

た場合、W/C が大きくなるほど浸透深さは大きくな

るという違いがみられた。 

4）図－5 に塗布量 100g/m2で、塗布面を通気性のない

シートで保護した場合の W/C と浸透深さの関係を

示す。シートで保護することによって、半分の塗布

量においても200g/m2に相当する浸透深さが得られ

ている。この現象は、浸透成分の揮発をシートが防

いでいるためで、塗布量縮減の可能なことを示して

いる。また、実生産においては、製品保管が屋外で

行われていることを考慮すれば、保管時の汚れ防止

対策としても有効な方法と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

今回の基礎試験から得られた結果を以下にまとめる。 

1）塗布時のコンクリート強度が低いほど浸透深さは

大きくなる。 

2）シラン・シロキサン系およびシラン系浸透性吸水

防止材をコンクリート表面に塗布した後、通気性

の無いプラスチックシート（例えば、ポリプロピ

レンシート）で塗布面を保護することによって、

吸水防止材の塗布量を縮減することができる。 

3）W/C=35%でも塗布量 100 g/m2 の場合、塗布面をシ

ートで保護することで、深さ 2.8mm 程度の吸水防

止層を形成することができる。 
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図－5 塗布面保護の有無と浸透深さの関係
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図－2 W/Cと浸透深さの関係

0

1

2

3

4

5

30 35 40 45 50
水セメント比（％）

浸
透

深
さ

（m
m

）

離 型 剤 ；油性

養生法方；蒸気

KB1（100g/m 塗布,保護無し）2

KB1（200g/m 塗布,保護無し）2

KB2（200g/m 塗布,保護無し）2

KB2（200g/m 塗布,保護有り）2

図－3 離型剤種類と浸透深さの関係
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